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 日独比較債権法という人文科学研究科研究プロジェクトは、3 年前に亀井さんが人社研社
会科学研究専攻に入学してきたときに始まった。博士論文テーマは、保証人の弁済と代位
であり、純理的な研究テーマであった。そしてそのときから約 2 年間ドイツの保証債務に
関するコンメンタールなどの原書の講読を続けた。残りの 1 年間は、亀井さんが資料を集
めて博士論文を執筆する期間にあてられた。この 2 年の間にドイツ語の読解力はかなり進
んだようである。昨年 9 月に提出された博士論文は、その後も改訂が続けられ、今年 1 月
には完成版が教授会に諮られて、合格のお墨付きを得た。本博士論文は、ドイツ法に関す
る部分もかなり充実しているが、先行研究者として大阪市大の寺田正春名誉教授、成城大
学の森永淑子教授などがあり、その後を追った部分もある。しかし、イギリス法に関する
比較研究は、本論文以前にはこれほどまとまったものは出ておらず、その点では特筆に値
する。論文は日独仏英米の法制を比較するという内容であるが、読んでいくと、我が国で
昭和 60年前後に幾つかの最判によって示された信用保証協会保証における弁済と代位に関
する裁判例の法理論が比較法的にみても穏当なものであることを実証するものとなってい
る。同氏のこれからの益々の発展を期待してやまない。 
 亀井さんに 1 年遅れて、国際私法専攻の金子さんが人社研社会科学研究専攻に入学して
きた。千葉大人社研での研究テーマは、「国際私法における相続準拠法の適用範囲について」
というものであったが、授業の１年目では主にドイツ国際私法における相続準拠法の適用
範囲に関する判例、学説の講読を継続し、昨年 3 月の欧州議会の第一読会における審議の
結果、2009 年 10 月 14 日の欧州委員会によって提案がなされて以来採択に向けた審議が継
続されてきた、相続の分野における牴触法及び国際民事手続法についての統一規則が採択
される見通しとなったため、それに関する研究にも重点を置いて研究を進めることとし、
以後それに関する草案、昨年 7 月に採択された EU 相続規則ならびに関連論文、資料の講
読を行った。本研究報告集に掲載される論文は、この 2 年間の研究の集大成という意味あ
いもある。この 2 年間に金子さんもまた、ドイツの原書が読みこなせるようになった。授
業では、国際私法の専門的知識や用語は、金子さんに教えてもらうことが多かった。 
 編者（半田）も本研究報告集に論考を掲載している。今年 1 月に法律文化社から『ハー
グ条約と子の連れ去り』という本を刊行したが、本報告集の論考は、それに掲載しきれな
かったものである。日本はハーグ子連れ去り条約を批准すべきか否かが現在論議の対象に
なっているが、ヨーロッパはさらに進んで、ハーグ子連れ去り条約の展開ルールを含む 2005
年のブリュッセルⅡａ規則やハーグ親責任条約の条項の適用がすでに裁判所によってなさ
れている。なお、本報告書のタイトルは、その後の共同研究の展開に合わせて「日独比較
民事法」とした。 
